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１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６９０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ １ ９１．４ (1) ９５．１

１００ ５ ０．７ ２ ９６．４ １ (2) ７１．１

９０～９９ １２４ １８．０ ３ ７０．９ (3) ７２．９

８０～８９ １６８ ２４．３ ４ ８６．４ (1) ９０．０１ ４

２
７０～７９ １３８ ２０．０ ５ ７１．２ ８６．４

(2)
大きさ

６０～６９ １０６ １５．４ (1) ８５．６ ８２．２
６

向き

５０～５９ ６４ ９．３ (2) ８４．０ (3) ２７．７

４０～４９ ５２ ７．５ 小 計 ８２．９ 小 計 ７１．８

３０～３９ ２１ ３．０ (1) ９１．３ １ ９４．１
１

２０～２９ １１ １．６ (2) ７２．９ ２ ９８．０

１０～１９ １ ０．１ (1) ４７．１ ３ ８５．２
２

１～９ ０ ０．０ (2) ４３．０ Ａ ６１．４２ ５ ４
０ ０ ０．０ (1) ８１．７ Ｂ ７０．２

３ ア ９３．３ ５ ７２．６
(2)

イ ６１．３ ８３．４６

小 計 ６７．０ 小 計 ７９．３

(1) ７７．２ (1) ８５．１

(2) ３８．１ １ (2) ５０．９
１

(3) ９５．１ (3) ７７．５

(4) ８４．４ ６７．５
３

６
(1)

電流

(1) ６３．３ ６７．０
２

抵抗

(2) ９７．８ ６３．２
２ (2)

電圧

(3) ５８．８ ５１．４電流

(4) ６６．２ 小 計 ６６．２

小 計 ７０．３

２ 分析結果の概要

総点の得点分布は 70点から89点の間が多く 全体の44.3％を占めている 領域別の正答率 下， ， 。 （

表参照）では，化学及び生物領域の正答率が他の領域より高い。この領域では小問別にみても

正答率の低い問題が少なかったことが要因である。

， は正答率が高く，実験を含めた基本的な内容をよく理解していることが分かる。正答１ ５

率の低かった設問は，地学領域では の２，生物領域では の１の(2)，物理領域では の２の２ ４３

(3)， の１の(2)，２の(2)であった。いずれも，観察や実験の結果やデータを基に科学的な思６

考力を問う設問である。この力を育成するためには，見通しや目的意識をもった観察や実験を実

施し，その結果やデータを基に生徒がじっくり考え，自分の考えをまとめることが大切である。

そこで指導に当たっては，理科の全領域に渡って，観察や実験の結果やデータを基に，科学的

な思考力を身に付けさせることを意識した指導の工夫や改善が必要である。

領域別の正答率の経年比較は，次の通りである。

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度領 域 年 度

物理領域 ３６．７ ６２．６ ６３．２ ７６．５ ６６．４

化学領域 ５２．１ ６５．５ ６８．９ ５７．５ ７９．１

生物領域 ６９．０ ７０．４ ８５．２ ６５．３ ７８．２

地学領域 ５３．４ ８５．１ ５９．６ ７５．１ ６８．４
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３ 小問ごとの内容及びねらい

大問 小 問 内 容 出 題 の ね ら い 観 点 備考

１ 細胞のつくりについて理解している。 ◎
植物の体

知識・理解

２ 細胞分裂について分裂の順序を理解している。 ◎
細胞分裂

知識・理解

技能・表現
１

３ 観察・実験の基本操作について説明できる。
の観察 技能・表現４ 顕微鏡操作を正しく習得している。

５ 根の成長と細胞の分裂との関係を理解している。 ◎知識・理解

(1) 減数分裂 減数分裂や受精によって，生物の染色体の数が一 ◎
６

知識・理解

技能・表現(2) の特徴 定に保たれていることを図で表すことができる。

(1) 地震の記録を基に，観測地点を推測できる。 ◎
１ 地震計の

科学的思考

知識・理解(2) 地震における二つの波を理解している。
記録と地

科学的思考２ (1) 地震波の速さを求めることができる。
震の速さ

技能・表現２ (2) 地震の記録をグラフ化することができる。

地震のゆれの大きさや伝わり方の規則性，日本付(1) 地震の特

徴と震源 ◎３ 近での地震の起こる所について理解している。
知識・理解

の分布(2)

技能・表現(1) 植物の体
実験の目的や操作の意義を理解している。

科学的思考
１ のつくり
(2) 実験のデータを基に科学的な処理ができる。

(3) 蒸散について理解している。 ◎
と働き

知識・理解

(4) 植物の茎のつくりと働きを理解している。 ◎
３

知識・理解

技能・表現

２

(1)
太陽とそ

器具の操作や観察の留意点を理解している。

(2) 太陽の黒点について理解している。 ◎
の動きの

知識・理解

技能・表現(3) 観察記録から 地球の自転について理解している
観察

， 。

科学的思考(4) 観察記録から 太陽の自転について理解している， 。

化学変化 質量保存の法則について理解している。 ◎(1) 知識・理解

知識・理解１ (2) と物質の 二酸化炭素発生の化学反応を理解している。

科学的思考(3) 質量 発生した二酸化炭素の質量を導くことができる。

実像の特徴について理解している。 ◎４ (1)

凸レンズ

知識・理解

(2) 虚像の特徴について理解している。 ◎２
の働き

知識・理解

技能・表現実験結果から，同じ大きさの像ができるときの法

科学的思考
(3)

則性を見つけて像の位置を特定することができる。

１ 観察・実験の基本操作について説明できる。 ◎技能・表現

２ 二酸化炭素の性質を理解している。 ◎知識・理解

３ 酸化銅が還元され銅ができることを理解している ◎

物質と化

。知識・理解

科学的思考
５ ４

Ａ 酸化銅が還元され銅ができる化学反応式を，原子

学反応の 技能・表現Ｂ や分子のモデルを使って表現できる。

利用
知識・理解５ 酸化銅が還元され銅ができる化学反応式を理解し

ている。

◎６ 酸化や還元が，酸素の関係する反応であることを
知識・理解

理解している。

誘導電流を理解している。 ◎(1) 知識・理解

◎
１ (2) 磁石とコイルを用いた実験を通して，流れる電流 技能・表現

知識・理解
６

(3) の向きについて正しく理解している。電流とそ

知識・理解(1) の利用
回路の各点を流れる電流や各部に加わる電圧につ

， 。いて 直列回路と並列回路の違いを理解している

科学的思考
２
(2) 実験結果から，回路全体を流れる電流の強さや抵

技能・表現抗器に加わる電圧を求めることができる。

※ 基礎的・基本的事項の設問には，備考欄に◎印を付してある。
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４ 標準解答及び考察
１
＜ ＞標準解答

１ ２ ６
(2)

核 Ｂ → Ａ → Ｃ → Ｄ

３

（ ） 。例 細胞を１つ１つに離れやすくするため

４ ５ ６
(1)

ｂイ 減数分裂

＜ ＞考察
植物の細胞分裂の過程を理解しているかをみるとともに，細胞の分裂を生物の成長と関連

付けて理解しているかをみる問題である。また，顕微鏡の特徴や観察方法についての理解と
表現力や，減数分裂の特徴や両親の形質が子に受け継がれることを理解しているかもみる問
題である。３の観察・実験の基本操作を問う設問の正答率が70.9％で，他の設問と比べてや
や低く，誤答例として「観察しやすくするため」が多かった。他の設問は正答率が高く，体
細胞分裂や減数分裂について，基礎的・基本的な内容をよく理解していることが分かる。
そこで指導に当たっては，生徒自らが目的意識をもって，観察や実験に取り組み，その結

， 。果をまとめたり発表したりするなどして 基本的な技能や表現力を高める工夫が必要である
２
＜ ＞標準解答

１ ２
(1) (2) (1) (2)

Ａ エ ６．５
地点 km/秒
３

(1) (2)
ア イ

震度 ｂ ｄ

＜ ＞考察
地震の記録を基に，地震波の速さを求める科学

的な思考力をみるとともに，グラフ化するデータ
処理能力をみる問題である。また，地震のゆれの
大きさや伝わり方の規則性，地震の起こる所につ
いて理解しているかも問うている。２の(1)の設問
が47.1 ％，２の(2)の設問が43.0％と正答率が低
かった。２の(1)については，震源からの距離と初
期微動継続時間から初期微動の速さを正確に計算
できなかったこと，２の(2)については，３点を正確にプロットできなかったことや，グラ
フのかき方について正しい技能を身に付けていなかったことが原因と考えられる。
そこで指導に当たっては，震源距離の異なる場所に置かれた地震計で観測した記録やグラ

フを基に，揺れの伝わる速さを求める科学的思考力を高めたり，初期微動継続時間の長さと
震源からの距離が比例関係にあることを理解させたりする指導を充実させる必要がある。
３
＜ ＞標準解答

１
(1) (2) (3) (4)

９２倍 蒸散 道管（例）水面からの水の蒸発を防ぐため。

２
(1) (2)

黒点（例）ファインダーで，直接太陽を見ないようにするため。

２
(3) (4)

（例）太陽が自転しているから。（例）地球が自転しているから。

＜ ＞考察
１の問題は蒸散についての基礎的・基本的な内容と，茎の基本的なつくりを理解している
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かをみる問題である。２の問題は太陽の特徴について，基礎的・基本的な知識をみるととも
に，観察の基本的な技能と表現力をみる問題である。さらに，観察記録から，太陽の自転に
ついて理解しているかも問うている。葉から出ていった水の量を問う１の(2)の設問では，
正答率が38.1％と低かった。この設問の誤答例として「９３倍」が最も多く，Ａのイタドリ
の茎から出ていった水の量を考慮できなかったのが原因である。
そこで指導に当たっては，観察・実験の結果やデータを基に，科学的な見方や思考力，デ

ータ処理能力などの考察力を育成する工夫が必要である。
４
＜ ＞標準解答

１ ２
(1) (2) (3) (1) (2) (3)

像の大きさ 像の向き
質量保存の法則 二酸化炭素 ウ 実験 ８０エ イ

cm
＜ ＞考察
１の問題は化学変化について，反応の前後では物質の質量の総和が等しいことやその法則

名を理解しているかをみる問題である。２の問題は凸レンズの働きについて，物体の位置と
像の位置及び像の大きさの関係を理解しているかをみるとともに，科学的な思考力，応用力
もみる問題である。大問の 全体の正答率が７割を超えている中で，２の(3)の設問が27.7４
％と他に比べ極端に正答率が低い。ここでは，設問を読み間違えて，凸レンズとスクリーン
の距離を求め，焦点距離２０㎝の２倍の４０㎝と答えた生徒もいた。
そこで指導に当たっては，設問を的確に読み取る力を身に付けさせるとともに，実験を通

して，凸レンズによってできる像の大きさや向きに規則性があることや，物体と同じ大きさ
の像ができるときの条件等について，理解させる工夫が必要である。
５
＜ ＞標準解答

1

（例）石灰水が試験管に逆流するのを防ぐため。

２ ３ ４
Ａ Ｂ（例）白くにごった。 エ

○×５ ６

×●×ア イ

○×２ＣｕＯ＋ Ｃ → ２Ｃｕ ＋ ＣＯ 還元 酸化２

＜ ＞考察
酸化銅と活性炭の実験について，基礎的・基本的な知識や実験の基本的な技能と表現力を

みるとともに，酸化や還元が酸素の関係する反応であることを理解しているかをみる問題で
ある。また，化学変化は原子や分子のモデルで説明できること，及び化学反応は化学反応式
で表されることについて科学的な思考力と表現力もみる問題である。４のＡの酸化銅をモデ
ルで示す問題が61.4％の正答率である以外は ７割を超える高い正答率で 実験を通して 酸， ， 「

」 ， 。素をとり除く化学変化 について 基礎的・基本的な内容をよく理解していることが分かる
そこで指導に当たっては，目的意識をもった実験を行い，その結果を基に生徒がじっくり

考え，自分の考えをまとめることが大切である。また，授業で原子や分子のモデルを生徒に
作成させたり，それを使って化学変化について発表させたりするなどの工夫が求められる。
６
＜ ＞標準解答

１ ２
(1) (2) (3) (1) (2)

電流の強さ 電気抵抗 電 圧 電流の強さ
誘導電流 ア イ ウ

ア ア０．２ Ａ １０ Ω

＜ ＞考察
コイルと磁石の相互運動で誘導電流が得られることを理解しているかをみるとともに，回路の各点

を流れる電流や回路の各部に加わる電圧について，直列回路と並列回路の違いを理解
しているかをみる問題である。また，実験結果から回路全体を流れる電流の強さや電気抵抗を求める
科学的な思考力と総合的な応用力もみる問題である。大問の 全体の正答率は66.2％と６
やや低く，中でも１の(2)が50.9％，２の(2)の電流の強さが51.4％と 割程度の正答率であった。５
そこで指導に当たっては，実験を通して，検流計や電流計・電圧計，電源装置などの
操作技能を習得させながら，回路の各点の電流や各部に加わる電圧の測定を行い，電流
が保存されていることを確認させることが大切である。また，各部の電圧と回路の両端
の電圧の関係，電流と電圧の関係などの規則性を見いださせ，生徒に結果をまとめさせ
るなどの工夫が必要である。


